
様式第1号 

会 議 録 

会議の名称  平成 28年度第 1回所沢市高齢者福祉計画推進会議 

開 催 日 時 平成 28年 5月 12日(木)午後 3時 30分から午後 5時 00分まで 

開 催 場 所 市役所 8階大会議室 

出席者の氏名 水野委員・浜島委員・倉部委員・高野澤委員・生澤委員・米川委
員・市川委員・小原委員・吉本委員・佐藤委員・稲津委員・柴井

委員・根本委員・篠崎委員・大畠委員・大川委員・瀧本委員・斎

藤委員 

欠席者の氏名 大島委員・石原委員 

議 題 （１）地域包括支援センターの運営状況について 
（２）地域包括支援センターの評価について 

（３）地域包括支援センターの選定について 

（４）地域密着型サービス事業者等の指定等について 

（５）報告事項 

会 議 資 料 会議次第   
委員名簿  

資料１ 地域包括支援センターの運営状況について 
資料２ 地域包括支援センターの評価について 
資料３ 地域包括支援センターの選定について 
資料４ 地域密着型サービス事業者等の指定等について 
保健医療計画概要版 
在宅医療と介護のパンフレット 

担当部課名 福祉部 植村部長・北田次長 
高齢者支援課（池田課長・新井主幹・滝澤副主幹・吉永副主幹・築

地主査・坂田主任・宮川主任・伊藤保健師・伊藤主

任） 
介護保険課（井上課長・田畑主査・稗田主任・長浜主任） 
健康推進部 
保健医療課（岸課長・田村主査） 
健康づくり支援課（渕江課長・松本副主幹） 
事務局 福祉部高齢者支援課  電話 04-2998-9120 
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様式第2号 

発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

 
 
 
 
 
事務局 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開会 
 
委員により会議の公開が承認され、傍聴者が入場する（1名）。

 
議題（１）地域包括支援センターの運営状況について 

平成２７年度合計を基に説明する。 

① 訪問相談等 
総合相談支援の件数は、前年度と同程度の件数。虐待対応・認

知症支援の相談件数は、６５２件で前年度より１３８件増となっ

ている。訪問型介護予防事業については平成２７年度から実施し

ている。〝心とからだの健やかアンケート″の未返信者を訪問し

ている。 

 

② 地域連携体制の推進 
平成２７年度より地域ケア個別会議を開催している。地域ケア

個別会議は、市内を６ブロックに分け、各ブロック２回行った。

平成２８年度からは各ブロック３回開催する予定である。 

 

③ 介護予防の推進・普及啓発 
介護予防教室の開催回数と参加者数については、前年度と比較

し減となった。これは、平成２７年度からは既存団体の運営支援

は地域ケア活動の支援に計上されたためである。 

 

④ 介護予防地域ケア活動の支援 
平成２７年度より、地域で自主的に活動する団体の運営支援や

新規団体の立ち上げ支援を行っている。 

 

⑤ 家族介護者の支援 
各地区年間４回以上、介護者が集える場として本事業は行われ

ている。前年度より、参加者数は３２名増となっている。課題と

しては、当事者も一緒に参加できるような介護者向けの講座の併

催など、参加しやすい工夫の検討をすることがある。 
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発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

 
事務局 
 
 
 
 
 
 
委員 
 
事務局 
 
 
委員長 
 
 
 
 
 
事務局 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

議題（２）地域包括支援センターの評価について 

 今年度の事業評価から、地域包括支援センターの機能強化のた

め業務改善（ＰＤＣＡサイクルの充実）をより適切に行うため、

地域包括支援センター運営方針に位置づけを行った。 
 運営方針に基づいた運営計画書は各センターと方針共有したの

ち、自己評価、ヒアリングを行い作成した。これらの運営計画書

は契約上の業務仕様等に合致しているものである。 
 
地域包括支援センターの職員は過重労働となっていないか。 

 
 地域包括支援センターの負担軽減については、次の議題３で説

明いたします。 
 
 議題（１）、（２）について質問、意見等ありますか。 
 
 議題（１）、（２）について質問等なく、委員長より委員に確

認した結果、了承される。 
 
議題（３）地域包括支援センターの選定について 

① 選定に至った経緯・趣旨 
ア.背景 
７５歳以上の人口の割合が大きく増えることから、地域包括

支援センターでの相談件数や要支援者のケアプラン数の増加が

予想される。そのため、市民に対してより効果的な支援ができ

るよう、第 6期所沢市高齢者福祉計画・介護保険事業計画に基
づき機能強化への取り組みを進めている。 
イ.センターの機能強化の取り組み 
業務改善（ＰＤＣＡサイクルの充実）につなげるため、事業

評価については、地域包括支援センター運営協議会の審議を通

じて、改善を継続的に行うこととした。 
ウ.事業者選定の位置づけ 
地域包括支援センターの設置から１０年を経過しているが、

高齢化や制度の改正などに対応するため、契約方法や業務量に

応じた人員の配置など、地域包括支援センターの体制の再検討

が必要である。 
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発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

委員長 
 
 
 
 
 
事務局 
 
 
委員長 
 
委員 
 
 
事務局 
 
委員 
 
 
事務局 
 
 
 
 
 
事務局 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 議題（３）① について質問、意見等ありますか。 
 
 議題（３）① について質問等なく、委員長より委員に確認し

た結果、了承される。 
 
② 業務概要 
 選定対象となる地域包括支援センターとはなにか、法的な位置

づけ、実施している業務について資料に基づき説明を行った。 

 

議題（３）② について質問、意見等ありますか。 
 

 新規の事業所に不利にならないよう、費用の積算例などを示し

ていただきたい。 
 
 新規事業所に不利にならないよう検討します。 
 

 地域包括支援センターの職員は準公務員になるのか、民間人に

なるのか。守秘義務はあるのか。 

 

 民間人であるが守秘義務はあります。 

 

 他に質問等なく、委員長より委員に確認した結果、了承され

る。 

 

③  選定の方法について 
ア.募集対象とする地域包括支援センターおよび募集単位について 

１４地域包括支援センターすべてを募集対象とする。募集単位

は、現在の地域包括支援センターを１募集区分とする。１事業者

が応募できる区分数に制限は設けない。 

 

イ.募集の方法について 

公募とする。市の広報紙やホームページ等へ掲載することによ

り周知を行う。応募については資格を設け、資格がある事業者で

あれば応募できる方式とする。 
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発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
委員長 
 
委員 
 
事務局 
 
 
 
 
 
事務局 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ウ.契約の期間について 

契約期間を今回は平成２９年度から３０年度の２年間とする。 

 

エ.選定の方法について 

プロポーザル方式により選定を行う。 

    

オ.選定を行う組織について 

福祉部長を委員長とした市職員による選定委員会を開催する。

評価項目の詳細な検討やヒアリングに時間がかかるため、市職員

による選定委員会により実施させていただきたい。地域包括支援

センターの委託先法人の選定の承認については地域包括支援セン

ターの運営協議会の所掌となっており、本市ではこの推進会議が

運営協議会となります。 

 

議題（３）③ について質問、意見等ありますか。 
 

 一つの法人が複数の圏域の委託を受けることができるのか。 

 

 応募できる区分数に制限は設けない。 

 

 他に質問等なく、委員長より委員に確認した結果、了承され

る。 

  

④ 募集要件について 
ア.応募資格について 

平成２８年７月１日時点において、所沢市内に事務所がある法

人であり、かつ以下のいずれか要件にあてはまるものとする。 

 

(ｱ)所沢市内で地域包括支援センターの運営を行っている法人。 

(ｲ)所沢市内で介護保険サービスを提供している社会福祉法人ま

たは医療法人。 

(ｳ)特定事業所加算（Ⅰ）または（Ⅱ）を過去１年以上にわたっ

て算定している居宅介護支援事業所を市内で運営する法人。 

    

応募できる法人の要件は、国の規則で例示がされていて、本市
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発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
委員長 
 
委員 
 
 
委員 
（委員から回答）  
 
 
 
 
 
 
委員 
 

もこれに沿って募集を行う。 

 

イ.平成２８年度までの契約内容に加え、募集要件に加える事項に

ついて 

   

(ｱ)事務所の賃貸料について 

地域包括支援センターの事務所として賃貸借により用意する法

人に対しては、その経費の一部に相当する額を委託料に加算す

る。 

 

(ｲ)介護支援専門員等の雇用について 

業務を補助する介護支援専門員等を市と協議の上雇用した場

合については、委託料を加算する。職種は、３職種や介護支援

専門員、業務の補助のための人材とする。 

 

ウ.評価事項について 

業務の方針・事業の内容等に関する提案や、法人の組織・財務

状況等に関して評価を行う。評価の具体的な指標や点数の配分に

ついては選定委員会において検討し、評価票を作成する。 

 

議題（３）④ について質問、意見等ありますか。 
 

選定により、法人が変わることによって地域包括支援センター

の場所が数年で変わると、利用者としては不便である。 

 

地域包括支援センターの場所が選定によって変わることはあり

えますが、地域包括支援センターは職員が訪問することが多いの

で大きな支障はないと考えている。 

 

他に質問はなく、委員長より委員に確認した結果、了承され

る。 
 

⑤スケジュールについて 

 今回は、公開の審議としたが、公平な競争の環境を保つため、

今回の概要について、市ホームページに掲載する予定である。ま
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発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

 
 
 
委員長 
 
 
 
 
委員 
 
 
 
 
 
委員長 
 
 
 
 
 
事務局 
 
 
事務局 
 
 
 
 
 
 

た、５月２０日（金）に開催される所沢市介護保険サービス事業

者連絡協議会の総会において概要を説明する。 

 

議題（３）⑤ について質問、意見等ありますか。 
 

質問はなく、委員長より委員に確認した結果、了承される。 

 

議題（４）地域密着型サービス等の指定について 

 新規の指定先は株式会社Ａｍｕｌｅｔｔｅのデイサービスレジデ

ンス若狭です。廃止した事業所は社会福祉法人健寿会の認知症対応

型通所介護事業所健寿園デイサービスセンターです。ただし利用者

の希望があれば同法人が運営する健寿園デイサービスを継続して利

用することができる。 

 

議題（４）について質問、意見等ありますか。 

 

 議題（４）について質問等なく、委員長より委員に確認した結

果、了承される。 

 

議題（５）報告事項 

「所沢市保健医療計画について」資料に基づき報告をした。 

 

その他 

 「在宅医療と介護パンフレットについて」資料に基づき説明を

行った。 

 

 本日の議事については、すべて了承される。 

 

閉会にあたり、副委員長より挨拶がある。 

 

閉会  


